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道 徳 

１ 調査の対象となる教科書の発行者及び教科書名 

発行者の番号及び略称 教科書名 

２ 東 書 新編 新しい道徳 

17 教 出 小学道徳 はばたこう明日へ 

38 光 村 道徳 きみが いちばん ひかるとき 

116 日 文 
小学道徳 生きる力 

小学道徳 生きる力 道徳ノート 

208 光 文 小学道徳 ゆたかな心 

224 学 研 新版 みんなの道徳 

２ 教科書の調査研究における観点、視点及び調査方法 

観点 視点 方法 

（ア） 基礎・基本の定着 

①  道徳科の学び方等の示し方 
オリエンテーションのタイトル、示し

方、記載例 

②  発問の示し方 学年、主題名、数、掲載箇所及び発問 

（イ） 
主体的に学習に取り組む

工夫 

③  
問題解決的な学習を取り入

れた工夫 

問題解決的な学習過程の示し方、教材

名・内容項目、学習過程 

④  
体験的な学習を取り入れた

工夫 

体験的な学習の扱い、教材名等・内容

項目・体験的な学習活動の概要、体験

的な活動を促す具体例 

（ウ） 内容の構成・配列・分量 

⑤  分量や教材の数 
判型、ページ数、４つの視点ごとの教

材数 

⑥  
現代的な課題等を踏まえた

内容の示し方 
いじめの問題の扱いと教材等の例 

（エ） 内容の表現・表記 

⑦  
巻頭、巻末等の取扱いの工

夫 
巻頭、巻末等の示し方 

⑧  
教材の内容を理解させる工

夫 

マーク・キャラクター等の示し方と活

用の具体例 

（オ） 言語活動の充実 

⑨  考えを伝え合う活動の工夫 話合いを促す示し方と具体例 

⑩  
考えをまとめたり、振り返

ったりする活動の工夫 

考えをまとめたり、振り返ったりする

活動の示し方、まとめや振り返りの数

等と具体例 
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第４学年 

タイトル 示し方 記載例 

東 

書 

○ 「どうとくの学
習を始めよう」 
・「なにを学ぶのか 
な？」 

 
 
 
 
 
・「どんな学びをす 
るのかな？」 

 
 
 
 
 
・「ちょっと話し合 
ってみよう！」 

 
 
○ 「デジタルコン
テンツで学びを広
げよう」 

○ 見開き２ページに､４つの視点ごと
に､１年間に学ぶ内容項目を表す言葉
や教材名等を示している。 

 
 
 
 
 
 
○ 見開き２ページに､「気づく」「考え
る」「広げる・深める」の３つで学習
の流れを示している。また､ページ下
には､「こんな学び方もあるよ」とし
て「えんじて考えよう」「問題を見つ
けて考えよう」を示している。 

 
○ １ページに、ミニ教材を基に､話し
合う際の言葉の例等を示している。 

 
 
○ １ページに､「３つのコンテンツが
あるよ」「ほかにもコンテンツがある
よ」として、コンテンツの利用方法
等を示している。 

○ 「自分のこと」 
・正しいと思うことは 
・いっしょになって、わらっち 
ゃだめだ 

○ 「どうとくの学習では、さま
ざまなお話から、心について考
え、自分の心をゆたかにしてい
きます。さあ、どうとくの学習
を始めましょう！」 

○ 「「あれっ？ どうしてか
な？」気づいたことはどんなこ
とですか。」 

○ 「お話に出てくる人になりき
って、言葉や動きをそうぞうし
ましょう。」 

 
○ 「わたしだったら……。」 
 
 
 
○ 「左のようなコードから、教
科書の学びを広げるさまざまな
コンテンツをりようすることが
できます。」 

教 

出 

○ 「道徳で学習す
ること」 

 
 
 
 
○ 「道徳ではこん
な学び方をする
よ」 

 
 
 
 
 
 
 
○ 「道徳の学習を
もっと広げよう」 

○ 見開き２ページに､４つの視点ごと
に、主題名や教材名等を示している。 

 
 
 
 
○ 見開き２ページに､「考えよう」
「深めよう」「つなげよう」「今日の
学習を自分でふり返ってみよう。」の
４つを示している。「考えよう」の中
に､「話し合って考えよう」「えんじ
て考えよう」「書いて考えよう」の３
つを示している。 

 
 
 
○ 見開き２ページに、「まなびリンク
を活用しよう」「タブレットを学習に
生かそう」として、二次元コードや
タブレットの活用方法等を示してい
る。 

○ 「自分のこと」 
・見て見ぬふりはしない 
ほっとけないよ 

○ 「今日はどんなことについて
考えるのか、たしかめてみよ
う。」 

○ 「教材を読んで､登場人物の
気持ちや行動などから、よりよ
く生きるうえで大切なことにつ
いて考えよう。」 

○ 「グループやクラスで話し合
って、自分の考えと同じところ
やちがうところ、友達の意見を
聞いて気づいたことなどをもと
に、自分の考えを見直してみよ
う。」 

○ 「二次元コードにアクセスす
ると、学習に役立つじょうほう
をウェブサイトで見ることがで
きます。学校のルールを守って
利用しましょう。」 

 
 
 
 

 

観点 （ア）基礎・基本の定着 

 
視点 ①道徳科の学び方等の示し方 

方法 オリエンテーションのタイトル、示し方、記載例 
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第４学年 

タイトル 示し方 記載例 

光 

村 

○ 「道徳が始まる
よ」 

 
 
 
 
○ 「みんなで気持
ちよく話し合うた
めのこつ」 

 
 
○ 「道徳みちあん
ない」 

○ 見開き２ページに、４つの視点ご
とに、１年間に学ぶ内容項目を表す
言葉等を示している。 

 
 
 
○ 見開き２ページに、「こつ１」「こ
つ２」「こつ３」「やってみよう」と
対話を進めるポイント等を示してい
る。 

 
○ 見開き２ページに、１年間に学ぶ
教材名やユニットの位置、発問や呼
び掛け等をキャラクターとともに示
している。 

○ 「自分について」 
・正しいと考えたことを、どう
どうと行う 

○ 「四年生の道徳が、始まる
よ。いっしょに考えていこう
ね。」 

○ 「話している人が何を言いた
いのかを、考えながら聞こ
う。」 

 
 
○ 「②目覚まし時計」 
○ 「友だち一人一人を大切にす
るって、どういうことだろ
う。」 

○ 「１年間の流れを、いっしょ
にたしかめよう。」 

日 

文 

○ 「道徳のとび
ら」 

 
 
 
 
○ 「道徳の学び
方」 

○ 見開き２ページに、４つの視点ご
とに、１年間に学ぶ内容項目を表す
言葉等を示している。 

 
 
 
○ 見開き２ページに、「１気づく」
「２考える・深める」「３見つめる・
生かす」の３つをイラストや写真等
とともに示している。 

○ 「自分」 
・正直な心 
・「「道徳」では、よりよく生き
るためにたいせつなことにつ
いて、みんなで考えるよ。」 

○ 「すてきだと思ったことや、
気になったことはあるかな。」 

○ 「気づいたことを友達と話し
合って、自分の見方を広げ、考
えを深めよう。」 

○ 「自分を見つめて、これから
の生き方に生かしたいことは何
か、考えよう。」 
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第４学年 

タイトル 示し方 記載例 

光 

文 

○ 「ゆたかな心」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 「道徳の時間は、
こんな時間です」 

 
 
 
○ 「いろいろなや
り方で考えてみよ
う」 

 
○ 「話し合って考
えてみよう」 

 
 
○ 「まとめよう・
ふりかえろう」 

○ 見開き２ページに、４つの視点ご
とに、１年間に学ぶ内容項目を表す
言葉等を示している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 見開き２ページに、学習の流れを
「問いをみつけよう」「考えよう」
「まとめよう・ふりかえろう」「ひろ
げよう・つなげよう」の４つで示し
ている。 

○ 見開き２ページに、考えを整理し
たり、まとめたりする方法を図やイ
ラスト等とともに示している。 

○  １ページに、「こんないいことがあ
るよ」「こんなときに使おう」「言葉
のカード（対話ツール）にはこんな
ものがあるよ」と示している。 

 
○ １ページに、「ノートを使おう」
「「学びの足あと」を使おう」と示し
ている。 

○ 「自分のこと」 
 ・正しいと思うことを自信をも

って 
○ 「道徳の授業を通して、自分を
見つめ直すきっかけをつくるこ
とができます。自分で考え、友だ
ちと話し合うことで、当たり前
と思っていた見方がかわりま
す。見方がかわると、見える世界
がかわってきます。ちょっとす
てきな自分に出会う旅に出かけ
るみたいですね。その旅は、きっ
と、みなさんの生活をよりよく
かえていってくれるでしょう。」 

○ 「なぜだろう」「どうしてだろ
う」と思う気持ちを大切にして、
教科書や生活の中から、問いを
見つけましょう。 

 
○ 「じゅんじょ立てて考える（矢
印・曲線）」 

 
○ 「思ったことを安心して質問
できるよ。」 

 
 
 
○ 「学習した日づけとお話の番 

号とタイトルを書きましょう。」 
○ 「授業の後の気持ちを矢印で
表しましょう。」 

学 

研 

○ 「つながるわた
し 広がるわた
し」 

 
 
 
 
○ 「大きな心を育
てよう」 

 
 
○ 「道徳の学習が
始まるよ」 

○ 見開き２ページに、「しょう来のゆ
め」「大切なもの」「夢中になってい
ること」「自分の好きなところ」の４
つについて書く欄や現代的課題マー
ク等を写真やイラストともに示して
いる。 

 
○ 見開き２ページに、４つの視点ご
とに、１年間に学ぶ内容項目を表す
言葉と教材名を示している。 

 
○ 見開き２ページの上段に、「自分」
「人」「社会」「命や自然」の４つの
視点等を示している。また、見開き
２ページの下段に、「自分を見つめ深
めるポイント」として「１お話をも
とに考えよう。」「２話し合いを高め
合おう。」「３自分を見つめ深めよ
う。」の３つをイラスト等とともに示
している。 

○ 「さまざまなテーマで学び自
分を広げよう。」 

○ 「いのち」 
 
 
 
 
○ 「わたしのこと」 
 ・正しいことは自信を持ってし

よう 
 ・クラスたいこう全員リレー 
○ 「心の四つのとびらを開いて
自分を見つめる時間です。」 

 ・自分のとびら 
○ 「登場人物になりきって考え
てみよう。」 
・えんじている人を見ながら自
分の考えを見つけてもいい
ね。 
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 教材名「ブランコ乗りとピエロ」  内容項目「Ｂ 相互理解、寛容」 

 学年 主題名 数 掲載箇所及び発問 

東 

書 

５ ○ わかり合うた

めに 

４ ＜教材文の終わり＞ 

○ 分かり合うために大切なことは？ 

○ ピエロの心からサムをにくむ気持ちが消えたのはどうしてで

しょう。 

○ 相手の意見が自分とちがったとき、あなたはどうしますか。 

○ ピエロの話をうつむいて聞いていたサムは、どんなことを考え

ていたでしょう。サムの気持ちについても話し合ってみましょ

う。 

教 

出 

６ ○ 広い心をもっ

て 

６ ＜冒頭の教材名の下＞ 

○ 自分とはちがう考え方を受け入れることって難しいよね。 

＜教材文の終わり＞ 

○ サムの長い演技が終わり、大王アキレスがサーカス小屋から帰

ったあと、舞台へ向かうピエロは、どのような気持ちだったでし

ょう。 

○ ピエロの心から、サムをにくむ気持ちが消えてしまったのは、

どうしてでしょう。 

○ どうしてピエロの気持ちが変化したのかな。 

○ これまで、友達と意見が対立したとき、どのように解決してき

ましたか。ふり返って話し合いましょう。 

○ 自分が正しいと思う意見を相手が受け入れてくれないと感じ

たとき、どのように考え、行動しようと思いますか。また、それ

はどうしてですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 （ア）基礎・基本の定着 

 
視点 ②発問の示し方 

方法 学年、主題名、数、掲載箇所及び発問 
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 教材名「ブランコ乗りとピエロ」  内容項目「Ｂ 相互理解、寛容」 

 学年 主題名 数 掲載箇所及び発問 

光 

村 

５ ○ 分かり合う

ために 

８ ＜冒頭の教材名の下＞ 

○ 他の人の言動を、許せないと思うとき、君は、どうするか

な。 

＜教材文の終わり＞ 

○ 考えのちがう者どうしが関わり合ってくらすためには、どん

な心が必要なのだろう。 

○ 約束の時間をこえて演技を続けるサムを見ながら、ピエロ

は、どんなことを考えていたでしょう。 

○ ピエロのサムに対する気持ちは、どうして変わったのでしょ

う。 

○ 団員たちの明るい笑い声に包まれた最終日がむかえられたの

は、サムとピエロ、そして団員たちの心が、どのように変わっ

たからでしょう。 

○ 次の「㉗だれもが幸せになれる社会を」を学んだら、146ペ

ージ「子どもの権利条約」を読んで、だれもが幸せに生きるた

めに大切なことは何か、さらに考えを深めよう。 

○ サムのすがたを何度も何度も思い出しているときのピエロ

は、どんな気持ちだったでしょう。グループで、サムを「許

す」「許さない」、それぞれの立場に立って、理由を出し合いま

しょう。 

○ ピエロが、「許さない」ではなく、「許す」ほうを選んだことに

ついて、グループのみんながそうだなと思える理由は何か、話し

合いましょう。 

日 

文 

６ ○ 広く受け入れ

る心 

３ ＜冒頭の教材名の下＞ 

○ 自分と意見や考えが合わない人に対して、どんなことを思いま

すか。 

＜教材文の終わり＞ 

○ ピエロの心の中からサムをにくむ気持ちが消えたのは、どんな

考えからだろう。 

○ 広く受け入れられる心をもつためには、どんな考えがたいせつ

かな。 

光 

文 

６ ○ 広い心で ５ ＜冒頭の教材名の下＞ 

○ 「広い心」とは、どのような心のことをいうのだろう。 

＜教材文の終わり＞ 

○ ピエロの心の中から、サムをにくむ気持ちが消えたのは、どう

してかな。 

○ サムとピエロの関係は、どのように変わったのだろう。 

○ 「広い心」とは、どんな心だろう。学習したことをまとめよう。 

○ みんなが「広い心」で行動したら、どんなクラスになるか、考

えて発表してみよう。 

学 

研 

６ ○ 分かり合う

喜び 

２ ＜教材文の終わり＞ 

○ ピエロとサムの関係は、どのように変わったのだろう。また、

そのように変えたものは何だろう。 

○ あなたなら自分と考え方の違う友達とつきあうとき、何を大切

にするだろう。 
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第６学年 

問題解決的な学習過程
の示し方 

具体例 

教材名・内容項目 学習過程 

東 

書 

 

○ 「問題を見つけて考え

よう」を設け、「どんな学

びをするのかな？」に該

当ページを示し、教材の

終わりに、学習過程の例

を示している。 

○ 「修学旅行の夜」 

○ 「Ａ 善悪の判断、自

律、自由と責任」 

○ 「問題を見つけて考えよう」 

「気づく」 

・あなたにとって「自由」とはなんですか。 

「考える」 

・修学旅行の夜、人にめいわくをかけないように

おしゃべりすることは、「自由」か「自分勝

手」のどちらでしょうか。理由も考えてみまし

ょう。 

・自由と自分勝手のちがいはなんでしょうか。 

「広げる・深める」 

・自分をふり返ってみて、自由ではなく自分勝手

だったことはないでしょうか。 

教 

出 

 

○ 「問題を解決しよう」を

設け、目次にマークを付

けて示し、教材の終わり

に、学習過程の例を示し

ている。 

○ 「○○しながら」 

○ 「Ａ 節度、節制」 

○ 「問題を解決しよう」 

「問題を見つける」 

・３つのできごとでは、それぞれ何が問題になっ

ていますか。 

「解決方法を考える①」 

・３つのできごとの登場人物の行動について、ど

のように思いますか。 

「解決方法を考える②」 

・３つのできごとを比べると、どのようなちがい

が見られますか。共通点、異なる点、問題の重

さについて話し合いましょう。 

「考えたことを生かす」 

・３つのできごとの問題について考えたことを、

今後の生活にどのように生かしていきたいです

か。自分の生活態度と比べながら見つめ直しま

しょう。 

光 

村 

 

○ 「考えよう・話し合お

う」「つなげよう」におい

て、教材の終わりに、学習

過程の例を示している。 

○ 「六年生の責任っ

て？」 

○ 「Ｃ よりよい学校

生活、集団生活の充

実」 

○ 「考えよう・話し合おう」 

・あなたが「ぼく」のクラスの一員だったら、ど

うすればよいと思いますか。次のステップに沿

って、考えていきましょう。 

「何が問題になっているのか、明らかにする。」 

・今、学校は、どのような状態なのか。 

「目ざす姿・状態をイメージする。」 

・学校を、どのような状態にしたいのか。 

「どうすれば、目ざす姿に近づけるかを考える。

（解決策を考え、結果を想像する。）」 

・三人の意見の結果を想像する。 

・目ざす姿に近づくために、どうするか。（解決

策） 

「考えたことがよりよいものかを検討する。」 

・それぞれが考えたことを出し合い、六年生にも

下級生にも望ましい状態にするためには、どう

すればよいか、話し合いましょう。 

・六年生の責任を果たすために大切なのは、どん

な考えだと思いますか。 

「つなげよう」 

・先生や上級生のおかげで、気持ちよく生活でき

ていたなと思うことはあるかな。よりよい学校

を目ざして、自分にどんなことができるか、考

えてみよう。 

観点 （イ）主体的に学習に取り組む工夫 

 
視点 ③問題解決的な学習を取り入れた工夫 

方法 問題解決的な学習過程の示し方、教材名・内容項目、学習過程 
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 第６学年 

問題解決的な学習過程

の示し方 

具体例 

教材名・内容項目 学習過程 

日 

文 

 

○ 「ぐっと深める」を設

け、目次及び該当ページ

にマークを付けて示し、

教材の終わりに、学習過

程の例を示している。 

○ 「自分を守る力っ

て？」 

○ 「Ａ 節度、節制」 

○ 「ぐっと深める」 

・それぞれの場面で自分を守るためにはどんな力

が必要だろう。みんなで考えてみよう。 

①中学生たちにお金を貸してほしいと言われたと

き、ヒデキはどんなことを思ったでしょう。 

②こんなことが起こらないために、ヒデキはどん

なことを考え、判断し、行動すればよかったの

でしょう。 

③①～④の場面から一つ選んで、どんなことを考

え、判断し、行動することがたいせつだったの

か、考えてみましょう。 

④それぞれの場面で必要な力はどんな力でしょ

う。それが自分を守ることにつながる理由を考

えてみましょう。 

光 

文 

 

○ 「かんがえよう」「まと

めよう」「ひろげよう」を

設け、巻頭及び該当ペー

ジにマークを付けて示

し、教材の終わりに、学習

過程の例を示している。 

○ 「修学旅行の自由行

動」 

○ 「Ｂ 相互理解、寛

容」 

○ 「かんがえよう」 

・一回目と二回目の話し合いのちがいは何だろ

う。 

・「わたし」（黒羽さん）は、どうして、このメン

バーなら心の底から修学旅行が楽しめると感じ

たのだろう。 

「まとめよう」 

・話し合いの中でたがいが分かり合うために、大

切なことは何かな。 

「ひろげよう」 

・考えたことを、話し合いの中で実行してみよ

う。 

学 

研 

 

○ 「深めよう」を設け、目

次及び該当ページにマー

クを付けて示し、教材の

終わりに、学習過程の例

を示している。 

○ 「未来への裁判」 

○ 「Ｃ 公正、公平、

社会正義」 

○ 「深めよう」 

「つかもう」 

・ルースは、あらゆる差別をなくすためにたたか

い続けました。差別とたたかい続けたルースの

生き方についてどう思いますか。 

「探そう」 

・ルースは「勝てるはずがない」と言われた裁判

を、なぜたたかったのだろう。 

「ふみ出そう」 

・今もなお、社会にはたくさんの差別が存在して

います。差別のないよりよい社会を築くために

はどんな思いや考えが大切でしょうか。 

「活動」 

・「ふみ出そう」で思いや考えの中で、これから

心に留めておきたいことに印を付けてみましょ

う。 
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 体験的な学習の扱い 

具体例 
（第３学年） 

教材名等・内容項目・ 
体験的な学習活動の概要 

体験的な活動を促す具体例 

東 

書 

 

○ 「演じて考えよう」の

ページを設け、直前の教

材に関連した体験的な

学習を促している。 

○ 「みさきさんのえがお」 

○ 「Ｃ 公正、公平、社会

正義」 

○ すぐに返事ができなか

った「ぼく」の考えを演じ

たり、演技を見たりして

考える活動 

○ 「えんじて考えよう」のページにイラ

ストとともに発問等を示し、役割演技を

促している。 

 ・えんじて考えましょう。 

すぐにへんじができなかった「ぼく」

は、なにを考えていたでしょう。 

・えんじたり、えんぎを見たりして気が 

ついたことを、つたえ合いましょう。 

教 

出 

 

○ 「やってみよう」のコ

ーナーを設け、直前の教

材に関連した体験的な

学習を促すとともに、

「たいけん」マークを目

次に示している。 

○ 「悪いのはわたしじゃ

ない」 

○ 「Ａ 正直、誠実」 

○ 自分が「わたし」だっ

たら何と声をかけるか演

じて考える活動 

○ 「やってみよう」のコーナーに発問を

示し、役割演技を促している。 

・自分が「わたし」だったら、れなにな

んと声をかけますか。「わたし」の役

になってえんじてみましょう。 

・えんじた人はどのようなことを思い

ましたか。見ていた人はどのようなこ

とを感じましたか。発表してみましょ

う。 

光 

村 

 

○ 「演じて考えよう」の

ページを設け、直前の教

材に関連した体験的な

学習を促すとともに、該

当ページを目次に示し

ている。 

○ 「教えてあげる？持っ

てあげる？」 

○ 「Ｂ 親切、思いやり」 

○ 荷物を持つように頼ま

れた「わたし」の気持ち

を、演じたり演技を見た

りして考える活動 

○ 「えんじて考えよう」のページにイラ

ストとともに発問等を示し、役割演技を

促している。 

・②の場面の「わたし」とみきちゃんを、  

えんじてみましょう。 

・えんじている人の表じょうやしぐさ

をよく見、言っていることをよく聞い

て、人物の気持ちや思いを話し合いま

しょう。 

・えんじた人は、えんじていたときの気 

持ちをつたえましょう。 

 

 

 

 

 

観点 （イ）主体的に学習に取り組む工夫 

 

視点 ④体験的な学習を取り入れた工夫 

方法 
体験的な学習の扱い、教材名等・内容項目・体験的な学習活動の概要、体験的な

活動を促す具体例 
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 体験的な学習の扱い 

具体例 
（第３学年） 

教材名等・内容項目・ 
体験的な学習活動の概要 

体験的な活動を促す具体例 

日 

文 

 

○ 「ぐっと深める」のペ

ージを設け、直前の教材

に関連した体験的な学

習を促すとともに、マー

クを目次及び該当ペー

ジに示している。 

○ 「お母さんのせいきゅ

う書」 

○ 「Ｃ 家族愛、家庭生

活の充実」 

○ お母さんが伝えたかっ

たことはどんなことか

を、お母さんを演じるこ

とを通して考える活動 

○ 「ぐっと深める」のページにイラスト

や写真とともに発問等を示し、役割演技

を促している。 

・お母さんがだいすけにつたえたかっ 

たのは、どんなことだろう。お母さん 

になって、えんじてみよう。 

・お母さんは、どんなことを考えなが

ら、だいすけへのせいきゅう書を書

いているでしょう。 

・お母さんからのせいきゅう書を読ん

だだいすけの目が、なみだでいっぱ

いになったのはどうしてでしょう。 

・となりどうしやグループで話し合い

ましょう。 

光 

文 

 

○ 「みんなでやってみよ

う！」のコラムを設け、

実際の問題場面を想定

した体験的な学習を促

す教材を掲載するとと

もに、マークを目次及び

該当ページに示してい

る。 

○ 「ことばのキャッチボ

ール」 

○ 「Ｂ 相互理解、寛容」 

○ 相手の気持ちも考えた

言葉を伝えるには、どう

したらよいかをやってみ

て考える活動 

○ 「みんなでやってみよう！」のページ

にイラストとともに発問等を示し、役割

演技を促している。 

 ・ことばはキャッチボール。「ナイスボ

ール」（相手の気持ちも考えた言葉）

をなげるには、どうしたらよいか考え

てみましょう。 

・１と２はどちらが「ナイスボール」で

しょうか。 

 ・４を友だちどうしでやってみましょ

う。 

・「ことばのキャッチボール」をやって

みて、どんなことに気づきましたか。 

学 

研 

 

○ 「心のパスポート」の

ページを設け、直前の教

材に関連した体験的な

学習を促すとともに、該

当ページを目次に、マー

クを該当ページに示し

ている。 

○ 「貝がら」 

○ 「Ｂ 友情、信頼」 

○ 友だちになるために大

切なことを、「ぼく」と中

山君の役を演じて考える

活動 

○ 「心のパスポート」のページにイラス

トとともに発問等を示し、役割演技を促

している。 

・病気がなおった「ぼく」が学校で中山

君に会ったときの場面を、想ぞうして

えんじましょう。 

・自分なら中山君に何を話すか、考えて

みましょう。 

・考えたことを、話し合いましょう。 
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 学年 
判型 

（別冊判） 

ページ数 

（別冊ページ数） 

４つの視点ごとの教材数 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

東 
 

書 

第１学年 

ＡＢ 

146 10 ９ ９ ６ 

第２学年 162 11 ８ 10 ６ 

第３学年 178 ８ ９ 11 ７ 

第４学年 180 ９ ８ 11 ７ 

第５学年 188 ９ ７ 12 7 

第６学年 196 ８ ７ 12 ８ 

教 
 

出 

第１学年 

ＡＢ 

161 10 ８ 12 ４ 

第２学年 161 11 ８ 12 ４ 

第３学年 169 ９ ９ 12 ５ 

第４学年 169 ９ 10 10 ６ 

第５学年 185 10 ６ 13 ６ 

第６学年 185 ８ ８ 12 ７ 

光 
 

村 

第１学年 

Ｂ５ 

変型 

135 10 ８ 11 ５ 

第２学年 167 10 ８ 11 ５ 

第３学年 185 ９ ９ 11 ５ 

第４学年 193 ９ ９ 11 ５ 

第５学年 197 10 ９ ９ ６ 

第６学年 213 ８ ９ 10 ７ 

日 
 

文 

第１学年 

ＡＢ 

（ＡＢ） 

154（46） 11 ８ 13 ５ 

第２学年 170（46） 11 ９ 12 ６ 

第３学年 186（46） 11 10 12 ５ 

第４学年 190（46） ９ 10 13 ６ 

第５学年 186（46） ９ 10 13 ６ 

第６学年 194（46） 10 ９ 13 ６ 

 

 

観点 （ウ）内容の構成・配列・分量 

 
視点 ⑤分量や教材の数 

方法 判型、ページ数、４つの視点ごとの教材数 
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 学年 
判型 

（別冊判） 

ページ数 

（別冊ページ数） 

４つの視点ごとの教材数 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

光 
 

文 

第１学年 

ＡＢ 

162 11 ９ 13 ７ 

第２学年 178 10 10 13 ７ 

第３学年 186 10 11 12 ７ 

第４学年 190 ８ 11 14 ７ 

第５学年 194 ９ ８ 14 ９ 

第６学年 194 ９ ８ 15 ８ 

学 
 

研 

第１学年 

ＡＢ 

142 11 ８ ９ ６ 

第２学年 150 12 ８ ９ ６ 

第３学年 158 ９ ９ 11 ６ 

第４学年 166 ９ ９ 11 ６ 

第５学年 162 ９ ８ 10 ８ 

第６学年 170 ９ ８ 11 ７ 

 

 

【備考】全ての発行者に掲載されている教材 ※発行者によって教材名が異なる場合、複数を提示している。 

教材名 学年 教材名 学年 

かぼちゃのつる 第１学年 はしの上のおおかみ 第１学年 

二わの小鳥 第１学年 
金のおの 

金のおの ぎんのおの 
第１・２学年 

七つの星 

ひしゃくぼし 

七つぼし 

第１・２学年 
ブラッドレーのせい求書 

お母さんのせい求書 
第３・４学年 

花さき山 第３・４学年 雨のバス停留所で 第４学年 

手品師 第５・６学年 ブランコ乗りとピエロ 第５・６学年 
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 いじめの問題の扱い 
教材等の例 

（第５学年） 

東 

書 

○ いじめの問題をテーマとした２つの教材

等と扉ページの構成でユニット化した「「い

じめ」についてかんがえよう」を設けてい

る。 

○ いじめの問題を扱う教材のまとまりに

は、目次に色付けし、「「いじめ」について

かんがえよう」の扉ページを設けている。 

○ 「どうすればいいんだ」 

・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会正義」 

・公正、公平な態度で行動するために大切なこと

について考えさせる教材 

○ 子どもの権利条約（コラム） 

○ 「心のレシーブ」 

・内容項目「Ｂ 友情、信頼」 

・チームやグループで活動するときに大切なこと

について考えさせる教材 

教 

出 

○ いじめの問題をテーマとした２つの教材

とコラムの構成でユニット化した「いじめ

をなくす」を設けている。 

○ いじめの問題を扱う教材のまとまりに

は、マークを目次及び該当ページに示し、

目次と該当ページに色付けしている。 

○ 「言葉のおくりもの」 

・内容項目「Ｂ 友情、信頼」 

・みんなが力を合わせていけるようにするために

は、どのようなことが大切かを考えさせる教材 

○ 「ＳＮＳいじめ」 

・内容項目「Ａ 善悪の判断、自律、自由と責任」 

・いじめの相談について考えさせる教材 

○ 「ひとりでかかえこまないで！」（コラム） 

光 

村 

○ いじめの問題をテーマとした２つの教材

とコラムの構成でユニット化した「いじめ

を許さない心」を設けている。 

○ いじめの問題を扱う教材のまとまりに

は、マークを目次及び該当ページに示し、

目次と該当ページに色付けしている。 

○ 「みんな、おかしいよ！」 

・内容項目「Ｂ 相互理解、寛容」 

・相手と理解し合うためにはどんなことが大切か 

を考えさせる教材 

○ 「ドッジボール対決」 

・内容項目「Ｂ 友情、信頼」 

・互いに高め合う友情とはどんなものかについて

考えさせる教材 

○ 「おたがいを大切にしよう」（コラム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 （ウ）内容の構成・配列・分量 

 
視点 ⑥現代的な課題等を踏まえた内容の示し方 

方法 いじめの問題の扱いと教材等の例  
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 いじめの問題の扱い 
教材等の例 

（第５学年） 

日 

文 

 

○ いじめの問題をテーマとした複数の教材

とコラムの構成でユニット化した「人との

関わり②」を設けている。 

○ いじめの問題を扱う教材のまとまりに

は、「人との関わり（いじめをなくすため

に）」マークを使い目次に示し、目次に色付

けしている。 

○ 「真由、班長になる」 

・内容項目「Ｃ よりよい学校生活、集団生活の

充実」 

・みんなが気持ちよく集団生活をするために大切

にしたい心構えについて考えさせる教材 

○ 「名前のない手紙」 

・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会主義」 

・集団の中で正義を実現するにはどんなことが大

切かについて考えさせる教材 

○ いじめは止められる！（コラム） 

○ 「折れたタワー」 

・内容項目「Ｂ 相互理解、寛容」 

・相手が失敗したときに広い心で許すことの大切

さについて考えさせる教材 

光 

文 

○ いじめの問題をテーマとした２つの教材

と扉ページの構成でユニット化した「いじ

めを生まない心」を設けている。 

○ いじめの問題を扱う教材のまとまりに

は、「いじめを生まない心」マークを目次及

び扉ページに示し、目次と該当ページに色

付けしている。 

○ 「クラスの雰囲気、これでいいの」（扉ページ） 

○ 「ドッジボールを百倍楽しくする方法」 

・内容項目「Ｂ 友情、信頼」 

・「よい友だち」とは、どのような友だちかを考

えさせる教材 

○ 「光輝の告白」 

 ・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会正義」 

・いじめにつなげないために、どんなことが大切 

かについて考えさせる教材 

学 

研 

○ いじめの問題をテーマとした複数の内容

項目の教材を特設ページとともに配置して

いる。 

○ いじめの問題を扱う教材には、「いじめ防

止」マークを使い、目次と該当ページに示

している。 

○ 「すれちがい」 

・内容項目「Ｂ 相互理解、寛容」 

・互いの心がすれ違わないようにするためには、

どのような思いが大切かについて考えさせる教

材 

○ 「いじめをなくすために」 

・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会正義」 

・いじめられている人を見かけたとき、どのよう

に考えどのようにしたいかを考えさせる教材 

○ 「自分だったらどう思うか、三つの立場で考え

てみよう」（特設ページ） 

○ 「心をこめて一秒の言葉」 

 ・内容項目「Ｂ 礼儀」 

 ・心のこもった接し方について考えさせる教材 
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 巻頭等の示し方 巻末等の示し方 

東 

書 

○ 各学年の目次の前に、詩を見開き２ページで

掲載している。 

○ 各学年の目次には、学習するまとまりを色付

けするとともに、掲載している全ての教材名を

示している。 

○ 各学年、「なにを学ぶのかな？」を見開き２

ページで示している。 

○ 各学年、「どんな学びをするのかな？」を見

開き２ページで示している。 

○ 第２学年以上は、「ちょっと話し合ってみよ

う！」を１ページで示している。 

○ 低学年は、「コンピュータで学びを広げよう」

中・高学年は、「デジタルコンテンツで学びを

広げよう」を１ページで示している。 

○ 各学年、「学習の記録」を２ページで設けて

いる。 

○ 各学年、内容項目別教材一覧表を４つの視点

別で示し、関連するテーマや他教科等との関連

等を記載している。 

○ 各学年、「考えるためのツール」を示してい

る。第４学年以上に「心情円」を設けている。 

教 

出 

○ 各学年の目次には、学習するまとまりを色付

けするとともに、掲載している全ての教材名を

示している。 

○ 各学年、「道徳で学習すること」を見開き２

ページで示している。 

○ 各学年、「道徳ではこんな学び方をするよ」

を見開き２ページで示している。 

○ 第３学年以上は、「道徳の学習をもっと広げ

よう」を１ページで示している。 

○ 第３学年以上は、「タブレットを学習に生か

そう」を１ページで示している。 

○ 各学年、「学習をふり返ろう」を３ページ、

「１年間の学習を振り返ろう」を１ページで設

けている。 

○ 各学年、教材に合わせて活用する「資料」を

掲載している。 

○ 各学年、内容項目別教材一覧を４つの視点別

で示し、他の教科・領域・ＳＤＧｓとの関連を

記載している。 

光 

村 

○ 各学年の目次の前に、詩を見開き２ページで

掲載している。 

○ 各学年の目次には、学習するまとまりを色付

けするとともに、掲載している全ての教材名を

示している。 

○ 各学年、「道徳が始まるよ」を見開き２ペー

ジで示している。 

○ 第２学年以上に、「みんなで気持ちをよく話

し合うためのこつ」を見開き２ページで示して

いる。 

○ 第２学年以上に、「道徳みちあんない」を見

開き２ページで示している。 

○ 各学年「学びの記録」を示している。 

○ 第３学年以上に、「学びの道具箱」を見開き

２ページで示している。 

○ 第３学年以上に、日本の伝統文化等について

２ページで掲載している。 

○ 各学年、内容項目別教材一覧を４つの視点別

で示し、現代的な課題等との関わり、他教科・

領域との関わりを記載している。 

 

 

観点 （エ）内容の表現・表記 

 
視点 ⑦巻頭、巻末等の取扱いの工夫 

方法 巻頭、巻末等の示し方 
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 巻頭等の示し方 巻末等の示し方 

日 

文 

 

○ 各学年の目次には、学習するまとまりを色付

けするとともに、掲載している全ての教材名を

示している。 

○ 各学年、「道徳のとびら」を見開き２ページ

で示している。 

○ 各学年、「道徳の学び方」を見開き２ページ

で示している。 

○ 別冊「道徳ノート」の目次には、各学年、４

つの視点で色分けをし、掲載している全ての教

材について、教材名を見開き２ページで示して

いる。 

○ 別冊「道徳ノート」には、道徳ノートの使い

方等を、目次の下に、見開き２ページで示して

いる。 

○ 各学年、「見つけた！ここにも道徳」を１ペ

ージで示している。 

○ 各学年、内容項目別教材一覧を４つの視点別

で示し、他教科等との関連を記載している。 

○ 各学年、別冊「道徳ノート」に、教科書の巻

末の「見つけた！ここにも道徳」を見て、今ま

での道徳の学習とのつながりを考えて書くペ

ージを、１ページ設けている。 

光 

文 

○ 各学年の目次には、学習するまとまりを色付

けするとともに、掲載している全ての教材名を

示している。 

○ 各学年、「豊かな心」を見開き２ページで示

している。 

○ 各学年、「道徳の時間は、こんな時間です」

を見開き２ページで示している。 

○ 各学年、「いろいろなやり方で考えてみよう」

を見開き２ページで示している。 

○ 各学年、「話し合って考えてみよう」を１ペ

ージで示している。 

○ 「まとめよう・ふりかえろう」を１ページで

示している。 

○ 各学年、内容項目別教材一覧を４つの視点別

で示し、現代的課題、他教科との関連性のある

内容項目、他教科との関連等を記載している。 

○ 各学年、「ことばのたからもの」を見開き２

ページで記載している。 

○ 各学年、折り込みで、「学びの足あと」を設

けている。 

学 

研 
○ 各学年の目次の前に、詩を見開き２ページで

掲載している。 

○ 各学年、「つながる私 広がる私」を見開き

２ページで示している。 

○ 各学年の目次には、学習するまとまりを色付

けするとともに、掲載している全ての教材名を

示している。 

○ 各学年、４つの視点ごとに、教材名等を見開

き２ページで示している。 

○ 各学年、「道徳の学習が始まるよ」を見開き

２ページで示している。 

○ 各学年、内容項目別教材一覧を４つの視点別

で示している。 

○ 各学年、「つなげよう 広げよう」を１ペー

ジで設けている。 
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 マーク・キャラクター等の示し方 活用の具体例 

東 

書 

 

○ ４つの視点をマークで示している。 
○ 「つながる・広がる」のマークを設
定している。 

○ 中心的な発問をマークで示してい
る。 

○ 「安心・安全」「情報モラル」「「いじ
め」について」「「いのち」について」
「「じぶん」について」のマークを設定
している。 

○ 鉛筆のマークを設定している。 
○ 低学年は「コンピュータで学びを広
げよう」、中・高学年は「デジタルコ
ンテンツで学びを広げよう」を設定
し、二次元コードを示している。 

○ 教材名の上に、該当する４つの視点を示している。 
○ 他教科等と関連付けた学習を取り入れていることを
示している。 

○ 道徳的価値に迫る中心的な発問をマークで示してい
る。 

○ 現代的な課題に取り組むユニットであることを示し
ている。 

 
 
○ 自分の考えを書き込む欄を示している。 
○ 教材冒頭や「つながる・広がる」等に、教材に関す
る朗読やスライドショー、デジタルノート等のデジタ
ルコンテンツにリンクする二次元コードを示してい
る。 

教 

出 

 

○ ４つの視点をマークで示している。 
○ 「特に大切にするテーマ」「問題や課
題を解決する力を養う教材」「体験しな
がら考える教材」のマークを設定して
いる。 

○ 中心的な発問をマークで示してい
る。 

○ 「考えよう」「深めよう」「つなげよ
う」「やってみよう」のマークを設定し
ている。 

○ 「問題を見つける」「解決方法を考え
る①」「解決方法を考える②」「考えた
ことを生かす」のマークを設定してい
る。 

○ キャラクター「マナビィ」を設定し
ている。 

○ 「まなびリンク」のマークを設定し、
二次元コードを示している。 

○ 主題の上に、該当する４つの視点を示している。 
○ 「特に大切にするテーマ」は、「ユニット名」、「問題
や課題を理解する力を養う教材」は「解決」、「体験し
ながら考える教材」は「たいけん」のマークを用いて、
目次に示している。 

○ ねらいとする道徳的価値に関わる中心的な発問をマ
ークで示している。 

○ 学習の手引きとして示している。 
 
 
○ 学習の手引きとして示している。 
 
 
 
○ 教材の冒頭や学習の手引きで、問い掛けを示してい
る。 

○ 教材冒頭や教材の終わり等にあらすじや登場人物紹
介、参考図書等が掲載されている Web サイトにリンク
する二次元コードを示している。 

光 

村 

 

○ ４つの視点をマークで示している。 
○ 「話とコラムをあわせて学習するま
とまり」のマークを設定している。 

○ 中心的な発問をマークで示してい
る。 

○ 第２学年以上に、教材冒頭に、内容
項目の扉をマークで示している。 

○ 「コラム」「心を通わせよう」「考え
る準備たいそう」をマークで示してい
る。 

○ 「考えよう・話し合おう」、第２学年
以上に「つなげよう」のマークを設定
している。 

○ キャラクター「こころん」「きらり
ん」、第２学年以上に「もやもやん」を
設定している。 

○ 「家の人といっしょに考えてほしい
こと」、第２学年以上に「ＳＤＧｓ」「国・
社・理」等のマークを示している。 

 
○ 「学習の助けとなる資料」として、
二次元コードを示している。 

○ 主題名の右上に、該当する４つの視点を示している。 
○ ユニット名とともに色付けをして、目次とユニット
の冒頭に示している。 

○ 特に考えさせたい中心的な発問をマークで示してい
る。 

○ 各内容項目を扉になぞらえ、各教材の冒頭に言葉を
添えて示している。 

○ 現代的な課題について考えることができる内容やソ
ーシャルスキルトレーニング等を示している。 

 
○ 学びのめあてや他教科等との関連等を示している。 
 
 
○ 児童の生活や学びをつなげたり考えたことを問い直
したりする問いかけ等を示している。 

 
○ 持続可能な開発目標との関わり、他教科や特別活動
などとの関わり等を示している。 

 
 
○ 教材冒頭やコラム等に、教材に関する朗読や動画、
写真等のデジタルコンテンツにリンクする二次元コー
ドを示している。 

観点 （エ）内容の表現・表記 

 
視点 ⑧教材の内容を理解させる工夫 

方法 マーク・キャラクター等の示し方と活用の具体例 



【道徳】 

192 

 

 マーク・キャラクター等の示し方 活用の具体例 

日 

文 

 

○ ４つの視点をマークで示している。 
○ 「ぐっと深める」をマークで示して
いる。 

○ キャラクター「ココロウ」を設定し
ている。 

○ キャラクター「あおい」「そうた」「ほ
のか」「えいと」を設定している。 

○ 「考えてみよう」「見つめよう・生か
そう」のマークを設定している。 

○ 「ふろく」をマークで示している。 
○ 「心のベンチ」のマークを設定して
いる。 

○ 第３学年以上には、「ＳＤＧｓで考え
よう」のマークを設定している。 

○ 「二次元コード」のマークを設定し
ている。 

○ 主題名の上に、該当する４つの視点を示している。  
○ 目次の教材名の下と該当ページに「問題解決的な学
習」や「体験的な学習」等を示している。 

○ 教材冒頭に、教材に入り込むきっかけとなる発問を
示している。 

○ 教材の終わりに、「考えてみよう」「見つめよう・生
かそう」の発問とともに示している。 

○ 教材の終わりに、ねらいに迫る発問等を示している。 
 
○ 補充教材を「ふろく」として示している。 
○ 道徳的価値について考えを広げ深めるためのコラム
を、「心のベンチ」として示している。 

○ ＳＤＧｓの視点で考えることを示している。 
 
○ 関連する動画や画像等の資料にリンクする「二次元
コード」のマークを示している。 

光 

文 

 

○ ４つの視点と、各学年で特に考えた
いことをマークで示している。 

○ キャラクター「みらいさん」「ゆたか
さん」「ドーミン」を設定している。 

○ 「いじめを生まない心」「命をかがや
かせる」等の重点主題のマークを設定
している。 

○ 「まとめよう」「ひろげよう」「かん
がえよう」のマークを設定している。 

○ 「コラム」のマークを設定している。 
 
 
○ 「ことばのたからもの」のマークを
設定している。 

○ 「学びの足あと」のマークを設定し
ている。 

○ 各学年の目次に、Web 上で見ること
ができる学習に役立つ情報をマークで
示している。 

○ 主題名の上に該当する４つの視点や各学年で特に考
えたいことを示している。 

○ 気付きや考えるためのポイントや多様な感じ方・考
え方等を示している。 

○ 現代的な課題や学年独自のテーマについて考えるこ
とを示している。 

 
○ 導入・展開・発展の発問を示している。 
 
○ 「お話とつなげて、考えを広げたり、深めたりしよ
う。」「みんなでやってみよう！」「情報モラル」「へこ
んでも立ち直る」「ＳＤＧｓ」を示している。 

○ 「みんなに知ってほしい、すてきな言葉」を示して
いる。 

○ 授業の記録を書く欄を示している。 
 
○ 教材理解をサポートする写真や動画、Web サイトに
つながる二次元コードを目次や教材名の下に示してい
る。 

学 

研 

 

○ ４つの視点をマークで示している。 
○ 「いのち」「みんなで」「みらいへ」
をマークで示している。 

○ ハート、クエスチョンマーク、エク
スクラメーションマークを設定してい
る。 

○ キャラクター「明日香」「未来」を設
定している。 

○ 「心のパスポート」「深めよう」のマ
ークを設定している。 

○ 「考えよう」のマークを設定してい
る。 

○ 鉛筆のマークを設定している。 
○ 現代的な課題のマークを設定してい
る。 

○ 情報モラルのマークを設定してい
る。 

○ Web につながるマークを設定し、二
次元コードを示している。 

○ 教材名の上に、該当する４つの視点を示している。 
○ 内容項目が異なる２教材を連続して学ぶユニット教
材を示している。 

○ 考えるきっかけを示している。 
 
 
○ 目次とともに、全学年の教材の登場人物として示し
ている。 

○ 多面的・多角的に考える特設ページを示している。 
 
○ 各教材の最後に、発問を示している。 
 
○ 自分の気付きや思いを書き込む欄を示している。 
○ 教材名の下に、現代的課題へつなげて考えることを
示している。 

○ 目次と教材ページ下に、情報モラルを扱った教材で
あることを示している。 

○ Web 上で写真を見たり音声を聞いたりできる教材を
マークで示すとともに、巻頭に二次元コードを示して
いる。 
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第５学年 

話合いを促す示し方 具体例 

東 

書 

○ 巻頭「どんな学びをするのかな？」の「考える」
に、話合いの例等をイラストとともに示している。 

 
 
 
 
○ 巻頭「ちょっと話し合ってみよう！」に、児童が
ミニ教材を用いて話し合う様子をイラストとともに
示している。 

 
 
○ 教材の終わりの「つながる∞広がる」の中に、話
し合う活動を示している。 

○ 「自分の考えを話しましょう。」 
  「友達の考えをよく聞きましょう。」 
 ・わたしは、こう考えたよ。 
・なるほど、その考えもすてきだね。 
・みんなの考えを聞いてみたら、わたし
の考えが……。 

○ お話を読んで、考えたことを話し合っ
てみましょう。 
・わたしとはちがうけど、その考えわか
るなあ。 

・もし○○だったら……。 
○ 教材名「どうすればいいんだ」 
 ・このお話の「ぼく」「ぼくら」に伝え 
  たいことはありますか。話し合って 

みましょう。 

教 

出 

○ 巻頭「道徳ではこんな学び方をするよ」の中で話合
いを促している。 

 
 
 
 
○ 巻頭「道徳の学習をもっと広げよう」の中でデジタ
ル機器を活用した言語活動例を示している。 

○ 教材の終わりの「学びの手引き」の「考えよう」「深
めよう」「つなげよう」の中に、話合いを促す発問を
示している。 

○ 「話し合って考えよう」 
・グループやクラスで話し合って、自分
の考えと同じところやちがうところ、
友達の意見を聞いて気づいたことな
どをもとに、自分の考えを見直してみ
よう。 

○ タブレットを学習に生かそう 
 ・グループで意見を出し合う 
○ 教材名「稲むらの火」  
・自分が五兵衛だったら、どのような行
動をとったと思いますか。みんなで話
し合いましょう。 

光 

村 

○ 巻頭「みんなで気持ちよく話し合うためのこつ」の
中に、話合いのポイントや例等をイラストともに示
すとともに、「やってみよう」を設けている。 

 
 
 
 
 
 
 
○ 「考えるヒント」のページに、話合いのポイントを
示したり、話合いを促したりしている。 

 
○ 「「考える」じゅんびたいそう」のページで、話合
いを促している。 

 
 
○ 教材の終わりの「考えよう・話し合おう」「つなげ
よう」の中で、話合いを促している。 

○ 「友達と自分の考えを比べながら、話
し合おう。」 

 ・ぼくは□□だと思ったよ。 
・□さんの考えを聞いて、△△という見
方に気づいたよ。 

・□さんと、わたしの考えは、〇〇が同
じだね。 

○ 「「みんなで気持ちよく話し合うため
のこつ」を意識して、話し合ってみまし
ょう。」 

○ 「相手の考えをより深く理解したいと
きに、役に立つ言い方を集めました。話
し合いで、使ってみましょう。」 

○ 「ふだん、あたりまえと思っているこ
とに立ち止まって、「なんでだろう。」「ど
うしてかな。」と考えて、話し合ってみま
しょう。」 

○ 教材名「だれもが幸せになれる社会
を」 

 ・だれもが幸せになれる社会とは、どの
ようなものなのか、また、そのような
社会を実現するためには、どんなこと
が必要なのか、話し合いましょう。 

観点 （オ）言語活動の充実 

 
視点 ⑨考えを伝え合う活動の工夫 

方法 話合いを促す示し方と具体例 
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第５学年 

話合いを促す示し方 具体例 

日 

文 

 

○ 巻頭「道徳の学び方」の「考える・深める」の中に、
話合いの具体的なポイントや状況等を二次元コード
や写真とともに示している。 

○ 「ぐっと深める」の中に、話合いを促す発問を写真
やキャラクターとともに示している。 

 

○ 教材の終わりの「考えてみよう」「見つめよう・生
かそう」の中に、話合いを促す発問を示している。 

 

 

 

○ 別冊「道徳ノート」の中に、友だちの意見や話合い
の内容を記述する欄を設けている。 

○ 「気づいたことを友達と話し合って、
自分の見方を広げ、考えを深めよう。」  

 
○ 「ガリューのいう「ほんとうの自由」
とは、どのようなものだろう。話し合い
をとおして考えてみよう。」 

○ 教材名「これって不公平？」 
・①～④それぞれの場面について、「公
平」か「不公平」かを考え、その理由
について話し合おう。 

○ 「道徳ノートについて」 
 ・道徳の時間に、よく考え、よく話し合

い、自分の思ったことや考えたことを
記録するためのノートです。 

光 

文 

○ 巻頭「道徳の時間は、こんな時間です」の「考えよ
う」の中に、話合いの仕方やポイントをイラストとも
に示している。 

 

○ 巻頭「話し合って考えてみよう」では、話し合う活
動をイラストで提示し、話合いのポイントや対話ツ
ールを示している。 

 

 

 

○ 教材の終わりの「ひろげよう」に、教材における話
合いを促す発問を示している。 

○ 「話し合って考えてみよう」 

・いろいろな人の考えを聞いて話し合
い、考えを広げたり、深めたりしまし
ょう。 

○ 「言葉のカード（対話ツール）の中か
ら言葉を選んで話してみよう。」 

・こんないいことがあるよ 

・こんなときに使おう 

・言葉のカード（対話ツール）にはこん
なものがあるよ 

○ 教材名「明日へ向かって」 

・災害やボランティアの実態について調
べ、自分たちにどのようなボランティ
アができるか話し合ってみよう。 

学 
研 

○ 巻頭「道徳の学習が始まるよ」の「考えよう」に、
話合いの仕方やポイントをイラストとともに示して
いる。 

○ 「心のパスポート」に、話合いを促す発問を示して
いる。 

 

 

 

○ 「深めよう」の「さがそう」に、話合いのポイント
等を示している。 

○ 「話し合おう」 

 ・いろいろなものの見方、感じ方、考え
方にふれよう。 

○ 「これからの自分について考えよう」 
・あなたの考える「自由」はどんなもの
ですか。話し合ってみましょう。 

 ・自分の考え 
 ・友達の考え 
○ 「もっとかがやく自分になるには」 

 ・グループやクラスで、考えたことを話
し合ってみましょう。 
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観点 （オ）言語活動の充実 

 

視点 ⑩考えをまとめたり、振り返ったりする活動の工夫 

方法 
考えをまとめたり、振り返ったりする活動の示し方、まとめや振り返りの数等 

と具体例 

 

第４学年 

考えをまとめたり、振り返っ

たりする活動の示し方 
まとめや振り返りの数等 具体例 

東 

書 

○ 巻末に、学期末に心に残っ

た題名と内容を記述する欄を

設けている。 

 

○ 巻末に、学期末に、道徳で

学んだことを振り返って記入

する欄を設けている。 

○ 「学習の記ろく」 

 【記入欄６か所】 

 

 

○ 「学習の記ろく」 

【記入欄３か所】 

○ 「心にのこったお話について

書きましょう。」 

 ・学期の終わりや、長い休みの 

前に書いてみよう。 

○ 「どうとくの学習をふり返っ

て、感じたことや考えたこと、こ

れからの生活に生かしたいこと

などを書きましょう。」 

教 

出 

○ 教材の終わりに自己評価を

マークや言葉で書く欄を設け

ている。 

 

○ 巻末に、学習した教材で心

に残ったことなどを記述する

ページを設けている。 

 

○ 巻末に、年度末に、道徳で

学んだことを振り返って記入

する欄を設けている。 

○ 「自己評価欄」 

【35時間分】 

 

 

○ 「学習をふり返ろう」 

 【記入欄６か所】 

 

 

○ 「一年間の学習をふり

返ろう」 

【記入欄２か所】 

○・しっかり考えられた 

 ・新しく気づいたことがあった 

 ・大切にしたいことがわかった 

 

○ 「どんな教材が心に残ったか

な。」 

 ・心に残った教材とその理由 

 

○ 「どんなことを学習したか

な。」 

・一年間の道徳の学習をとおし

て、感じたことや考えたこと

を書きましょう。 

・これからの生活に生かしてい

きたいことを書きましょう。 

光 

村 

○ 巻末折り込みに、学習を振

り返って自己評価をシールで

貼る欄を設けている。 

○ 「学びの記録」 

【35時間分】 

○ 「道徳の授業でできたことを、

記録しましょう。」 

○ 「次の三つのシールの中から、

自分ができたと思うものを、は

りましょう。」 

・たくさん考えることができた。 

・友だちの話をよく聞くことが

できた。 

・もっと考えたい、やってみたい 

ことが見つかった。 
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第４学年 

考えをまとめたり、振り返っ

たりする活動の示し方 
まとめや振り返りの数等 具体例 

日 

文 

 

○ 別冊「道徳ノート」に、学

習を振り返って自己評価をマ

ークで描く欄を設けている。 

 

 

 

○ 別冊「道徳ノート」に、心

に残った話と理由を記入す

る。 

○ 「道徳ノート」 

【39時間分】 

 

 

 

 

 

○ 「ここまでの学習をふ

り返ってみよう」 

【３回分】 

○ 「今日の学習はどうでしたか。

◎・○・△をつけましょう。」 

・しっかり考えた  

・友達の意見から新しく気づい

たことがあった 

・これからたいせつにしたいこ

とがわかった 

○ 「心に残ったお話はありまし

たか。その理由も書きましょ

う。」 

・心に残ったお話のことをおう

ちの人に教えてあげよう。 

光 

文 

○ 巻末に、学習した日付、教

材番号を記入する欄を設けて

いる。 

 

 

 

 

 

 

○ 巻末に、学期末や年度末

に、道徳で学んだことをまと

めて記入する欄を設けてい

る。 

○ 「学びの足あと」 

【36時間分】 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「学びの足あと」 

【３回分】 

○ 「授業の記録をつけましょ

う。」 

・授業を受けた後の気持ちを矢

印で表しましょう。 

・そのような矢印にしたわけや、 

分かったこと、感じたこと、や

ってみたいと思ったことを書

きましょう。 

・どうしようかなと思っている

ことを書いてもいいよ。 

○ 「道徳で学んだことを、まと

めましょう。」 

学 

研 
○ 巻末に、道徳の学習を通し

て、心に残ったお話や出来

事、心に残った言葉、人に伝

えたい言葉などを記入し、１

年間の学びを振り返るページ

を設けている。 

○ 「つなげよう 広げよ

う」 

【記入欄３箇所】 

○ 「道徳の学習をして、心に残

ったお話や出来事を書こう。」 

○ 「心に残った言葉、人に伝え

たい言葉を書こう。」 

・心に残った友だちや先生の 

言葉 

・友だちや家の人に伝えたい 

言葉 

○ 五年生になる自分へメッセー

ジをおくろう。 


